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要旨 

近年，若年層は他の年齢層と比較して強い孤独を感じている．孤独感の解消には他者とのつながりが効果的である

が，既存のプラットフォームでは十分なつながりが形成されにくい．そこで，参加しやすく，会話しやすい環境を

提供するオンラインプラットフォームが必要である．本研究では，若年層の社会的孤立の防止と会話支援を目的に，

バーチャルオフィスをベースに話題提供機能を備えたシステムを開発した．実験では話題提供機能の有無で比較し，

アンケートと会話内容の分析による効果検証をする． 

 

1. はじめに  

近年，若年層は他の年齢層と比較して強い孤独を感じている．人々のつながりに関する基礎調査（令

和５年）[1]から，孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は，直接質問と間接質問の

どちらにおいても 20代が最も高い．また，辻は若者が相手と正面から対峙してコミュニケーションを行

う・対人関係を持つことを嫌う・恐れる・苦手とするようになってきている[2]と述べている． 

これに対し，先行研究では「立ち話程度の付き合い方」における居場所の実感や頼れる人の存在の実

感が高いことが示されている[3]．また，人間の言語活動は，その言語使用が持つ機能によって目的遂行

型と関係構築型に大別されるが，雑談は特に後者の機能が突出した言語活動にあたる[4]．したがって，

雑談が立ち話程度の緩やかなつながりを形成し，緩やかなつながりが孤独感を解消すると考えた． 

ここで既存のコミュニケーションプラットフォームには対面イベントやオンラインゲーム，バーチャ

ルオフィスなどが挙げられる．対面イベントは自然な会話環境が用意される一方で，地域が限定される

という課題がある．オンラインゲームは多数の利用者との交流が可能であるが，会話以外の要素が強く

利用者を制限してしまう．バーチャルオフィスは会話に注力した機能が備えられているが，雑談よりも

リモートワークの作業におけるコミュニケーションを想定しており本研究の目的から外れている．その

ため緩やかなつながりの形成に適切なプラットフォームが必要である． 

これらの背景から本研究では若年層の社会的孤立の防止と会話支援を目的に，雑談を発生させるプラ

ットフォームを提案する． 

 

2. プラットフォームの選定 

 プラットフォームの選定にあたり，緩やかなつながりの形成には参加のハードルの低さと会話しやす

い環境が必要だと考える． 

オンラインのプラットフォームであれば移動時間が不要で気軽に参加できるため，参加のハードルを

下げることができる．また，会話以外の要素を抑え，簡単な機能で構成することで誰でも利用しやすい

システムとなる． 

オンラインコミュニケーションにおいて，対面で日常的に使用している情報は認知や理解が容易で会

話の発生が円滑に効率良く行われる[5]．対面の会話で利用される情報には相手の姿や動作，相手との距

離感，相手の声，相手からの身体的接触などが挙げられる． 

以上を踏まえて本研究ではプラットフォームにバーチャルオフィスを採用した．バーチャルオフィス

はオンラインのプラットフォームであり，会話のための機能で構成され操作も容易である．また，画像，

音声，位置情報など対面の会話で利用される情報が取り入れられているため，対面に近い空間が提供さ
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れる． 

 

3. システム構成 

本研究では SkyOfficeという既存のバーチャルオフィスに話題提供機能を追加している． 

 

3.1. SkyOffice 

SkyOfficeはGitHubで公開されているオープンソースのバーチャルオフィス用Webアプリケーション

である．図 1は SkyOfficeのビデオチャット機能を示しており，ユーザのアバター同士がバーチャル空間

内で近づくと自動的にビデオ通話が開始される[6]．この他にもチャット，画面共有，ホワイトボードな

どの機能を備えている． 

リアルタイムのやり取りを可能にするため，WebSocketを基盤にしたColyseusサーバを使用している．

フロントエンドには React と Redux を使用し，アバターや空間の管理にはゲームエンジンの Phaser3 を

用いている．また，ビデオと画面共有にWebRTCライブラリである PeerJSを使用している． 

 

 

図 1 SkyOfficeのビデオチャット機能 

 

3.2. 話題提供機能 

SkyOfficeに，ユーザ間での雑談を促すための話題提供機能を追加した．本機能の参考として，西本ら

はオンライン上で自身の身近な物理的オブジェクトを配信・共有するOBJEChaTを開発し，物理的オブ

ジェクトを共有することでオンラインのインフォーマルコミュニケーションを誘発させていることを明

らかにしている[7]．本研究ではこの考えを基に，ユーザが自身の身近なオブジェクトを共有できる機能

を開発した． 

ユーザは入室時に身の回りにあるオブジェクトを撮影し，入室後にその画像を他のユーザと共有でき

る仕組みである．図 2 は提案機能の使用例である．撮影したオブジェクト画像はアバターの頭上に表示

される．共有されたオブジェクト画像が話題の一つとなり雑談が発生することを期待している． 
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図 2 提供機能の使用例 

 

4. 実験 

提案機能が雑談の発生に効果的であるか検証するため，本実験では 4 名ずつの 6 グループ計 24 名の

大学生を対象に実験をおこなう． 

参加者は提案機能を利用する 3グループと提案機能を利用しない 3グループに分かれ，それぞれシス

テムを 30分間利用する．提案機能を利用するグループの参加者はそれぞれオブジェクトを撮影し，グル

ープ全員と共有する．会話の際に共有しているオブジェクトに関する話題を話すことは強要せず，自由

に会話してもらう．提案機能を利用しないグループは同様に自由に会話をおこない，オブジェクトは共

有しない． 

実験中，参加者はシステムを利用している画面を録画し，後に会話内容の分析をおこなう．また，シ

ステム利用後にはアンケート調査を実施する．アンケートでは参加意欲，対話の質，システム利用時の

感情，社会的つながりの実感に関する 14項目と自由記述の感想に回答する． 

 

5. まとめ 

 本研究では若年層の社会的孤立の防止と会話支援を目的に，オンラインプラットフォームを開発した．

このプラットフォームは，バーチャルオフィスである SkyOffice を基盤として雑談を促進するための話

題提供機能を追加している．実験では提案機能を利用するグループと利用しないグループに分けてそれ

ぞれ自由に会話をおこなう．各グループの会話内容の分析とアンケート調査を通じてその効果を検証す

る．この結果から，提案機能が雑談の発生と緩やかなつながりに有効であるかを評価する． 
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